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新役員決まる �5月22日の町田市町内会・自治会連合会定期総会にて松元洋氏の会長選出と 連合会各担当役員が承認されました。平成28年度新役員を紹介致します。 

蒸器内会需会霊会 会長に就任致しました。今年度は町内会 自治会の組織力でもって「地区協議会」 8．6田園．漢の活動をはじめ、安心して暮らせること ができるような街づくりを目指します。 大きな使命を寄せられていることを自覚して一つ一つ の課題に着実に取り組んで参ります。地域の皆様への感 謝を忘れず与えられた責務を果たす所存です。 ��㊦木曽寵士会長代行 た本来ならば、国レベルの問題も地域（町内会・自治会） で解決を図る時代となりました。総活躍社会の主な担い 手として組織の充実に努めてまいります。 

薫「、∴∴ 一㌔，、r：昨年12月、南地区協 �　木目田和良 今年度防災をもう一度重点に置いて ��㊧町田議宗 易お∴∴∴「 
議会が発足しました。安全、安心で ���両便が良く、文化施設も多 
魅力ある暮らしやすい街づくりを目 �防災訓練はもとより実際に地震等が ��くある反面、商店街・住宅の様変わ 

指し、地区協議会の各構成団体、南 �起きた時に町内会としてどのように ��りが激しい。高齢者も増えている。 

地区連合会および各町内会自治会、 �対応すれば良いか各町会とも話し合 ��今後一層安心・安全の街づくりに努 

市連合会さらに町田市と協力し様々 �いを持ち災害の時の準備をして行き ��めます。中心、市街地に消防署建設を 

な課題に取り組みます。 �たいと考えています。 ��行政に働きかけます。 

町田第二地区会長 ∴藍喜護 　副会長（庶務担当） 　昨年度第二地区協‾ �松香光夫 副会長（広報担当） ！ ��忠生地区会長 　高橋清人 副会長（広報担当） 住民同士が助け合う 　楽しく住みやすい地 域を目指し活動していきます。モノ レール延伸小田急線延長の早期実 

議会の立ち上げに関わりました。 �・自治会が組織する連合会に、その 
二年目に入る今年度は継続と進 �他地域団体を加えた地区協議会を通 

歩、課題の解決を目指し、参加組 �じて単位町内会・自治会の枠を越え ��　　　ヽ 現を目指して働きかけを強め、また、 

織と関係各位と協力し、安心、安 �た、より広域的な地域の課題に取り ��クリーンなごみ処理施設の建設と、 
全な街づくりに努めてまいりま �組み、住み続けたいまちづくりをめ ��並行してこの地域のまちづくりが確 

す。 �ざします。 ��実に推進されるように取り組んでい きます。 

Ir壷　　　鶴）i地区会長 �一三　　　小山地区会長 ��粛相原詳富士雄 
i＿葦†　　大川原　久 �工事手工　　　　安達　廣美 

寵i副会長（総務担当） i町田市の東玄関の鶴川 ���●○○し∴∴く 

地区を犯罪や交通事故のない、特に �し、まず取り組みとして出来ること ��者であるとの自主性のもとに安全・ 
子供や古齢者が安心して暮らせる安 �から、地区協議会や関係団体等、更 ■ヽ「司申 全な街づくりに努めるとともに近 �には市、都と連携し解決に努めて行 ��安心に過ごせる環境づくり・地域課 

ヽ い将来発生が予想される大地震に備 �きます。 ��題に取り組み、『相原ふれあいフェ 

え、犠牲者を出さない災害に強い鶴 �防災、防犯、安心、安全はもとより、 ��ステイパル』を通じ『絆』を深めて 
川を築きます。 �子とも見守り活動から始めて行きま す。 ��いきます。 



平成28年度定期総会開催

町田市町内会・自治会連合会の平成28年度定期総

会が5月22日に町田市民フォーラムで開催されまし

た。当日の総会出席者は約140名、来賓は高橋副市

長、小倉衆議院議員、小磯、吉原両都議ほか約20

名でした。

午後2時に開会、高橋会長のあいさつ、来賓祝辞

につづいて議長、書記が選出され、議事に入りまし

た。
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第1号議案　平成27年度事業報告

主要な点は次のとおり。
・町内会・自治会の加入率が年々低下している。

27年度の世帯加入率は55．0％であり、加入促

進キャンペーンなどを実施しているが、減少

傾向に歯止めがかかっていない。
・広報活動等による情報共有、連携の強化に関

しては、従来からの連合会だより、ガイドブ

ックの発行、ホームページによる情報発信に

加え、東京都町会連合会に加盟したことによ

る都全体の町内会の動きなどの新しい情報が

入るようになった点が報告された。
・会長研修会では長岡市の生ごみバイオガス発

電・最先端のごみ処理施設を見学。
・役員研修会では、群馬県の吉岡エネルギーパ

ークで、風力発電、水力発電、太陽光発電等

の自然エネルギー利用の現場を見学。
・市政懇談会や市民生活連絡会では、住民の立

場からの要望を市政に反映させるよう努力を

かさねていること。

などにつき報告がなされた。

第2号議案　平成27年度決算報告と会計監査報告

質問事項としては、事業費が一昨年実績66万円が昨

年は約99万にまで増加した原因について問われた。

一昨年の役員研修会は市役所で防災計画の研修を行

ったため、経費が安くすんだ影響との回答であった。

第3号議案　平成28年度事業計画
・加入促進と事業運営の充実

・広報活動の推進と地区連合会との情報の共有

と相互の連携の強化
・会長研修の充実と地域の課題を市政に反映

・防災・防犯・交通対策の強化

・エコ社会の啓発と活動の推進

・明るいまちづくりのための協力と推進

会場から、昨年とまったく同じ計画だとの指摘が

あった。
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質問事項として、加入促進を具体的にどうやってい

くのか、なにか良い方策はないのかという問いかけ

があり、高橋会長から、

①加入促進キャンペーンの実施。

②　広報誌やパンフレットで町内会自治会活動に

対する理解を深めていく。

③　各町内会自治会での地道な努力、特に、転入時

の勧誘が重要。

④　市の対応として、不動産会社への協力依頼。

⑤　マンション住民への勧誘。

等々の方策が述べられたが、特別の妙案は無く、結

局各町内会自治会が地道に会員数を増加させる取

り組みをしていくほかないとの回答があった。

第4号議案　平成28年度予算案

事業費の計上額が昨年と比較して多いとの指摘が

あった。

第5号議案　新役員選出

退任する高橋連合会長の後任の新会長に南地区長

の松本さんが選出された。なお地区長に関しては、

町田第二地区の野沢さんが退任し、中さんと交代、

南地区から吉次さんが入った。鶴川地区の大川原さ

ん等その他地区長は留任となっている。（表面参照）

編集委員長　高橋　清人


